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教 宣 部 長  
木 川 　 治  

編 集 責 任
教 宣 部 長
坂本 浩明

年
頭
に
あ
た
っ
て

中
央
執
行
委
員
長

西
川

卓
吾

組
合
員
・
ご
家
族
の
皆
様
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

中
央
執
行
委
員
会
を
代
表
し
て
、
新
し
い
年
を
迎
え
ひ

と
こ
と
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

わ
が
組
合
は
、
地
公
労
法
適
用
の
単
一
労
働
組
合
と
し

て
新
た
に
ス
タ
ー
ト
し
、
東
京
清
掃
労
働
組
合
と
し
て
か

つ
て
経
験
が
な
か
っ
た
地
公
労
法
に
基
づ
く
労
働
組
合
と

し
て
だ
け
で
な
く
、
２３
区
・
一
組
当
局
・
区
長
会
と
い
う

労
使
関
係
の
も
と
で
、
賃
金
確
定
闘
争
、
予
算
・
人
員
要

求
、
資
源
循
環
型
社
会
に
向
け
た
取
り
組
み
な
ど
、
労
働

条
件
確
保
と
住
民
本
意
の
清
掃
事
業
の
確
立
に
向
け
た
闘

い
を
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

し
か
し
、「
経
済
財
政
改
革
の
基
本
方
針
」
で
は
、
引

き
続
き
「
官
か
ら
民
へ
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、
官

と
民
の
仕
分
け
を
す
る
こ
と
で
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
部
門
の

一
層
の
合
理
化
を
進
め
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
現
業
職
場

の
民
間
委
託
化
は
、
極
め
て
政
治
的
に
推
し
進
め
ら
れ
、

法
や
制
度
の
改
悪
な
ど
に
よ
り
労
働
分
野
の
規
制
緩
和
を

お
こ
な
い
な
が
ら
攻
撃
が
一
層
強
ま
っ
て
い
ま
す
。
総
務

省
は
、
地
方
公
共
団
体
の
定
数
及
び
給
与
等
を
公
表
し
「
職

員
が
多
い
、
給
与
水
準
が
高
い
」
な
ど
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
張
り
な
が
ら
「
国
公
準
拠
」
を
基
本
と
す
る
よ
う
各
自

治
体
へ
の
締
め
付
け
を
強
め
て
お
り
、
地
方
分
権
に
逆
行

し
て
き
て
い
ま
す
。
自
治
体
再
生
の
悪
化
は
、
私
た
ち
労

働
者
の
責
任
で
は
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
財
政
危

機
を
理
由
と
し
た
一
方
的
な
見
直
し
は
住
民
サ
ー
ビ
ス
の

低
下
を
招
く
こ
と
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。

住
民
生
活
に
お
い
て
一
日
た
り
と
も
手
を
抜
く
こ
と
が

で
き
な
い
大
切
な
事
業
展
開
を
堅
持
す
る
た
め
引
き
続
き
、

わ
が
組
合
と
の
協
議
抜
き
に
は
円
滑
な
事
業
運
営
が
成
り

立
た
な
い
こ
と
を
認
識
さ
せ
、
清
掃
事
業
の
一
貫
性
、
統

一
性
、
一
体
性
、
公
務
公
共
事
業
と
し
て
の
重
要
性
を
認

識
さ
せ
る
た
め
に
も
、
事
業
執
行
に
関
わ
る
統
一
交
渉
項

目
の
上
積
み
を
勝
ち
取
る
闘
い
に
総
力
を
挙
げ
て
追
求
し

て
い
き
ま
す
。

地
球
規
模
の
環
境
問
題
の
高
ま
り
の
中
で
、
資
源
循
環

型
社
会
へ
の
変
革
が
ま
す
ま
す
求
め
ら
れ
て
来
て
い
ま
す
。

国
会
で
は
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
・
廃
家
電
リ
サ
イ
ク

ル
法
・
一
般
廃
棄
物
、
産
業
廃
棄
物
区
分
の
見
直
し
・
食

品
リ
サ
イ
ク
ル
法
の
見
直
し
等
が
審
議
さ
れ
資
源
循
環
型

廃
棄
物
行
政
の
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

一
方
、
政
治
情
勢
は
民
主
党
連
立
政
権
が
誕
生
し
ま
し

た
が
、
こ
の
間
の
自
民
党
政
権
下
で
進
め
て
き
た
新
自
由

主
義
的
構
造
改
革
に
よ
り
、
大
量
の
「
貧
困
層
」
を
生
み

出
し
、
労
働
者
全
体
の
貧
困
化
と
格
差
の
解
消
に
向
け
た

政
策
を
打
ち
出
し
て
来
て
い
ま
す
が
、
景
気
低
迷
化
の
状

況
と
相
ま
っ
て
厳
し
い
運
営
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
自
治
体
労
働
者
に
対
す
る
民
間
委
託
や
定
数
削

減
、
賃
金
切
り
下
げ
、
公
務
員
制
度
改
革
な
ど
の
攻
撃
が

厳
し
い
年
で
あ
り
ま
す
が
、
予
算
・
人
員
要
求
を
は
じ
め

地
方
統
一
自
治
体
選
挙
の
取
り
組
み
な
ど
組
合
員
の
生
活

と
権
利
を
守
る
た
め
、
地
公
労
法
適
用
の
単
組
清
掃
労
組

と
し
て
す
べ
て
の
闘
い
に
全
力
で
取
り
組
み
ま
す
。

組
合
員
の
皆
様
の
引
き
続
き
の
ご
協
力
を
お
願
い
す
る

と
共
に
今
年
が
良
い
年
で
あ
り
ま
す
こ
と
を
祈
念
し
て
挨

拶
と
し
ま
す
。

中
央
執
行
委
員
長

西
川

卓
吾
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江
東
）

副
中
央
執
行
委
員
長

吉
田
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練
馬
）

副
中
央
執
行
委
員
長

纐
纈

朗
（
墨
田
）

書

記

長

染

裕
之
（
中
野
）

書

記

次

長

桐
田

達
也
（
文
京
）

財

政

部

長

大
和
田
功
治
（
渋
谷
）

組

織

部

長

山
�

英
美
（
世
田
谷
工
）

共

闘

部

長

松
本

稔
（
品
川
）

賃

金

部

長

野
�

優
三
（
板
橋
東
）

現

業

部

長

木
川

治
（
江
戸
川
）

教
育
宣
伝
部
長

坂
本

浩
明
（
玉
川
）

千

代

田

張
替

一
茂

中

央

藤
波

武
司

港

森
田

裕
二

新

宿

倉
貫

克
志

北

川
内
谷
昭
彦

台

東

横
須
賀

博

文

京

有
田

孝
保

荒

川

恵
良

伸
介

品

川

寺
島

宏

目

黒

佐
久
間

武

大

田

杉
田

和
彦

渋

谷

鈴
木

恒
悦

世

田

谷

三
谷

満

中

野

洞
下

一
浩

豊

島

吉
田

政
幸

練

馬

松
永

公
爾

杉

並

相
原

誠

板

橋

秋
元

浩

足

立

中
村

正
明

葛

飾

渡
辺

歩

江

戸

川

山
�

努

江

東

平
田

伸
晴

墨

田

斉
藤

幸
司

一

組

細
貝

秀
夫

駒
井

貞
雄

会

計

監

査

田
中

康
利

萬
崎

匡
宏

高
橋

亮

青

年

部

長

長
妻

芳
典

女

性

部

長

綱
川

恵
子

特
別
執
行
委
員

金
澤

寿

特
別
執
行
委
員

金
子

雄
一

常

任

書

記

千
葉

雄
也

常

任

書

記

佐
々
木

則
子

常

任

書

記

杉
森

登
美
子

常

任

書

記

城
川

幹
隆

第9 4 0号せ い そ う 労 働 者（１）2 0 1 1年1月1日



日
韓
清
掃
労
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者
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会
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る

日
韓
清
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労
働
者
交
流
会
お
こ
な
わ
れ
る

日
韓
清
掃
労
働
者
交
流
会
お
こ
な
わ
れ
る

日
韓
清
掃
労
働
者
交
流
会
お
こ
な
わ
れ
る

日
韓
清
掃
労
働
者
交
流
会
お
こ
な
わ
れ
る

�����������������ひひ とと ここ とと

１１
月
３０
日
か
ら
４
日
間
、
韓
国
の
清
掃
労
働
者
１６

人
が
初
め
て
日
本
を
訪
問
し
、
東
京
の
清
掃
労
働
者

と
交
流
し
ま
し
た
。
全
国
民
主
環
境
施
設
一
般
連
盟

の
一
行
で
、
全
国
各
都
市
の
廃
棄
物
の
収
集
運
搬
や

道
路
保
守
清
掃
な
ど
に
従
事
す
る
労
働
者
の
組
合
で

す
。
今
回
は
自
治
労
公
共
サ
ー
ビ
ス
清
掃
労
組
と
の

交
流
の
た
め
来
日
し
ま
し
た
。

東
京
清
掃
も
交
流
受
け
入
れ
の
協
力
要
請
を
受
け

て
二
日
間
行
動
を
共
に
し
ま
し
た
。
１２
月
１
日
に
は

千
代
田
清
掃
事
務
所
を
訪
問
し
、
二
人
が
新
大
型
車

に
乗
っ
て
作
業
体
験
し
ま
し
た
。
作
業
速
度
が
ゆ
っ

く
り
し
て
い
る
の
と
、
ご
み
の
出
し
方
が
き
れ
い
な

の
に
感
心
し
て
い
ま
し
た
。
午
後
に
は
、
飯
田
橋
車

庫
と
三
崎
作
業
所
も
見
学
し
ま
し
た
。
車
庫
で
は
緊

急
停
止
ボ
タ
ン
、
安
全
棒
、
前
を
向
い
た
マ
フ
ラ
ー

な
ど
に
注
目
が
集
ま
り
、「
労
働
者
を
大
切
に
し
て

い
る
車
」
だ
と
の
感
想
で
し
た
。
事
務
所
に
戻
り
、

一
緒
に
作
業
し
た
仲
間
や
千
代
田
支
部
の
皆
さ
ん
と

交
流
の
場
を
持
ち
ま
し
た
。
韓
国
で
は
埋
め
立
て
が

主
流
で
清
掃
工
場
は
少
な
い
た
め
、
分
別
や
リ
サ
イ

ク
ル
の
取
組
は
進
ん
で
い
る
よ
う
で
す
。
そ
の
一
方
、

施
設
や
労
働
者
の
待
遇
は
軽
視
さ
れ
劣
悪
で
す
。
韓

国
で
は
ご
み
収
集
の
労
働
者
は
公
務
員
で
は
な
く
無

期
限
の
契
約
職
員
で
す
。
市
役
所
に
は
宿
直
の
た
め

の
シ
ャ
ワ
ー
が
あ
っ
て
も
清
掃
労
働
者
は
使
わ
せ
て

も
ら
え
ず
、
汚
れ
た
ま
ま
の
体
で
帰
宅
す
る
と
い
う

話
に
、
日
本
側
は
驚
き
ま
し
た
。
こ
の
１０
年
ほ
ど
民

間
委
託
も
進
み
、
委
託
労
働
者
も
増
え
て
い
る
が
、

さ
ら
に
労
働
条
件
は
わ
る
く
、
風
呂
ど
こ
ろ
か
、
ト

イ
レ
も
水
道
も
な
く
、
コ
ン
テ
ナ
車
だ
け
の
施
設
と

い
う
会
社
も
あ
る
そ
う
で
す
。

１２
月
２
日
に
は
Ｓ
Ｋ
ブ
ラ
ザ
で
日
韓
双
方
の
現
状

を
話
し
合
う
交
流
会
が
行
わ
れ
、
日
本
側
は
自
治
労

都
本
部
金
子
書
記
次
長
と
東
京
清
掃
染
書
記
長
が
報

告
し
ま
し
た
。
こ
の
日
の
交
流
を
通
じ
て
分
か
っ
た

の
は
、
こ
の
民
主
一
般
連
盟
は
で
き
て
３
年
目
の
組

合
で
、
清
掃
労
働
者
が
組
織
化
さ
れ
て
か
ら
ま
だ
１０

年
し
か
経
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
し
か

し
、
短
期
間
で
組
織
を
拡
大
し
、
現
在
全
国
で
９０
の

自
治
体
と
下
請
け
企
業
に
働
く
３
０
０
０
人
を
組
織

す
る
産
業
別
労
組
に
発
展
し
て
い
ま
す
。
済
州
島
で

は
２
年
前
に
１５
日
に
亘
っ
て
ご
み
収
集
を
停
止
す
る

ス
ト
ラ
イ
キ
を
闘
い
抜
き
、
忠
清
南
道
で
は
７
つ
の

市
と
そ
の
委
託
業
者
を
相
手
に
統
一
交
渉
を
し
て
統

一
労
働
条
件
を
実
現
す
る
な
ど
、
産
別
組
合
の
強
み

を
生
か
し
た
闘
い
を
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
民
間
委

託
し
な
い
と
い
う
労
働
協
約
を
市
と
結
ぶ
な
ど
、
先

進
的
な
取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
出
会
い
を
出
発
点
と
し
て
交
流
を
重
ね
、

進
ん
だ
点
を
学
び
合
え
ば
、
双
方
が
一
層
強
い
組
合

に
な
れ
る
と
感
じ
た
日
韓
清
掃
労
働
者
交
流
で
し
た
。

千代田事務所にて左から３人目オ・デ
スンさんと４人目ハン・サンハクさん

中央工場前 作業着の２人が収集作業をする

左から公共サービス河津委員長、民主一
般連盟イ・グァンヒ委員長、染書記長

SKプラザでの日韓交流会

新
た
な
年
を
迎

え
た
。
年
々
新
年

の
持
つ
緊
張
感
と

い
う
か
新
鮮
味
？

が
薄
れ
て
い
く
よ

う
な
気
が
す
る
。

歳
を
重
ね
て
き
た

証
拠
な
の
か
、
そ

れ
と
も
日
ご
ろ
惰

性
で
生
活
し
て
い
る
態
度
が
感

性
を
鈍
ら
せ
て
い
る
の
か
。
い

ず
れ
に
し
て
も
自
ら
「
喝
�
」

を
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ

う
で
あ
る
。
▼
昨
年
の
新
年
号

の
こ
の
欄
で
「
月
一
回
機
関
紙

定
期
発
行
」
の
抱
負
を
述
べ
た

が
、
残
念
な
が
ら
果
た
せ
な
か

っ
た
。
出
来
の
悪
い
小
学
生
の

新
年
の
目
標
み
た
い
で
恐
縮
で

あ
る
が
、
今
年
こ
そ
「
月
一
回

機
関
紙
定
期
発
行
」
を
目
標
と

し
た
い
。
併
せ
て
紙
面
の
充
実

も
図
っ
て
い
き
た
い
。
ま
た
教

宣
部
と
し
て
各
種
講
座
、
学
習

会
も
開
催
し
、
そ
の
他
組
合
員

の
皆
さ
ん
が
楽
し
め
る
企
画
も

考
え
て
い
き
た
い
。
▼
な
に
や

ら
新
年
早
々
大
風
呂
敷
を
広
げ

た
感
が
あ
る
が
、
目
標
を
掲
げ

る
こ
と
で
自
ら
プ
レ
シ
ャ
ー
を

か
け
、
奮
起
し
た
い
。
▼
目
標

が
淡
い
初
夢
に
な
ら
な
い
よ
う

に
、
ま
た
組
合
員
の
皆
さ
ん
か

ら
、
そ
れ
こ
そ
「
喝
�
」
を
入
れ

ら
れ
な
い
よ
う
に
が
ん
ば
り
た

い
。
教
宣
部
長

坂
本

浩
明

解答の応募

「新春 四字熟語リ

レーパズル」の答えを

支部、氏名をご記入の

上、本部教宣部までお

寄せください。

正解者の中から抽選

で３０名の方に粗品を差

し上げます。

＊締切日 １月２８日（金）

本部教宣部必着（メ

ールでも可）

＊当選者発表 商品の

発送をもって発表と

します。
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